
鹿児島県立大口高等学校　同窓会通信 令和３年６月吉日

皆で祝うがっ、クチコウの100歳を!
～ 大口高校は、来年（2022年）、創立100周年を迎えます ～

４/６（火）
100周年記念事業実行委員会（於：本校大会議室）
・記念誌、式典、祝賀会についての議論

４/28（水）
同窓会役員会（於：本校大会議室）
・総会実施に向けての話し合い（於：本校大会議室）

５/11（火）
100周年記念事業実行委員会（於：本校大会議室）
・‌�寄付趣意書、会報 ｢忠元｣ の発送準備に向けての
話し合い

［カヌー］団体 男子総合 第１位
　　　 　個人 男子カナディアンペア 植木・児島
　　　 　男子カナディアンシングル 第１位 植木／第２位 児島
［サッカー］‌ �ベスト16（３回戦敗退 ０－１（延長戦） vs 鹿屋中央）
［ソフトテニス］団体 ２回戦敗退（０－３ vs 鹿児島実業）
［バスケットボール（男子：伊佐農林と合同）］
� ２回戦敗退（51－83 vs 薩南工業）
［バスケットボール（女子）］‌�１回戦敗退（46－122 vs 川内商工）
［バドミントン（男子）］団体１回戦敗退（１－３ vs ラ・サール）
［バドミントン（女子）］個人戦のみ出場で１、２回戦敗退
［ラグビー（出水工・薩摩中央・川内と合同）］‌
� １回戦敗退（14－52 vs 鹿児島情報）

今年度の本部同窓会の動き

大口高校 高校総体鹿児島県予選の結果

https://okuchi-dousoukai.org/
ホームページを作りました！

同窓会として、『大口高校に関わるすべての人のために何かしたい！』という思いから、記念事業として、

① 防災拠点として鴻志寮の整備　　② 同窓会館として旧図書館の整備
③ ‌�ふと、大口高校のことを思い出したときに「あのときは～」と振り返りたくなるような記念誌の作成
④ 同窓生が式典・祝賀会の準備　　⑤ 100周年記念文化祭・体育祭など　を考えております。

これらの事業をするにあたっては、数千万円という多額の資金が必要となります。現在のところ、募金
に関しましては総額200万円程ということで、目標額までほど遠く、かなり厳しい状況です。しかし、大
口高校OB・OGとしましては、何とか実現したいと思っております。ご協力頂ける方は、別紙の振込用
紙からお願いいたします。皆様方からのご浄財の程よろしくお願いいたします。

寄付をしていただいた方へのお礼
これまで大口高校100周年記念事業を成功させるために寄付をしていただきました多くの方々、誠に
ありがとうございます。ご浄財は大切に使わせていただきます。また、今後とも更なるご協力もよ
ろしくお願いいたします。

一日遠足（４/23）
全校生徒137名
１・２年：高千穂牧場
３年：丸岡公園

１年１組　生徒20名

１年２組　生徒21名

２年１組　生徒20名

２年２組　生徒19名

３年１組　生徒28名

３年２組　生徒29名

最近の高校生は“クチコウ”って言うらしいよ
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去
年
、
今
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
人

と
人
が
集
う
基
本
的
な
交
流
が
、
自

粛
、
自
粛
、
と
な
り
、
す
べ
て
の
リ
ズ

ム
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
、
い
ば
ら
の

道
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
何
と

か
成
功
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
私
た

ち
の
母
校
大
口
高
校
も
い
よ
い
よ
、
来

年
、
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
に

創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
日
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
日
に
は
、み
ん
な
で
集
い
、

語
ら
い
、
懐
か
し
み
、
笑
い
、
肩
を
た

た
き
合
い
、
涙
し
て
、
手
に
手
を
取

り
合
い
、
大
き
な
声
で
、
校
歌
を
４

番
ま
で
歌
い
、な
ど
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会

は
、
去
年
の
４
月
22
日
の
第
一
回
の

会
を
開
催
し
、
去
年
、
今
年
と
毎
月

第
２
火
曜
日
に
、
大
口
高
校
会
議
室

で
回
を
重
ね
、
今
年
４
月
で
12
回
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
委
員
会
は
、
会

長
、
副
会
長
、
幹
事
を
含
め
45
名
の

メ
ン
バ
ー
で
、
広
報
渉
外
、
寄
付
会

計
、
式
典
祝
賀
会
、
記
念
工
事
、
記

念
誌
の
分
科
会
を
作
り
、
毎
月
議
論

を
重
ね
て
い
ま
す
。
１
０
０
周
年
事

業
を
行
う
に
一
番
大
事
な
、
同
窓
会

名
簿
を
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
令
和
元
年
版
を
作
成
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
前
回
の
名
簿
作
成
は
、
平
成
９

年
度
版
が
最
後
で
、
個
人
情
報
管
理

の
問
題
や
予
算
の
関
係
で
作
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
は
、
実

に
22
年
ぶ
り
の
作
成
に
な
り
ま
し

た
。名
簿
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

か
な
り
精
査
さ
れ
た
名
簿
が
出
来
上

が
り
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
活
動

に
も
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。
そ

の
名
簿
の
作
成
時
に
続
き
、
創
立

１
０
０
周
年
事
業
の
ご
寄
付
の
お
願

い
を
、
ま
こ
と
に
恐
縮
で
す
が
、
今

回
改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
で
、協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
て
、

同
封
の
募
金
趣
意
書
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員

会
で
お
振
込
み
の
面
倒
を
少
し
で
も

簡
単
に
と
の
思
い
か
ら
、
皆
様
の
お

名
前
を
記
載
し
た
バ
ー
コ
ー
ド
で
確

認
が
出
来
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
皆
様
の
ご
浄
財
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
内
容
も
、前
回
の「
忠

元
」
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
内
容
を

実
行
委
員
会
で
精
査
い
た
し
な
が

ら
、
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
、
関
係

諸
機
関
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
進
ん
で

い
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
悩
ま
し
い

と
こ
ろ
は
、
全
体
予
算
の
算
定
が
難

し
く
、
90
周
年
の
寄
付
額
を
ベ
ー
ス

に
議
論
を
進
め
て
参
り
ま
し
て
、
目

標
寄
付
額
５
０
０
０
万
円
と
い
た
し

ま
し
た
。
他
校
の
１
０
０
周
年
事
業

の
お
話
を
伺
う
と
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
で
、
な
か
な
か
参
考
に
な
ら
ず
、

１
億
円
の
所
、
３
千
万
円
の
所
な
ど

で
し
た
。
ま
た
、
今
年
、
１
０
０
周

年
の
学
校
は
延
期
の
学
校
が
あ
る
状

態
で
、
ま
た
ま
た
大
変
な
事
で
、
悩

ま
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。そ
ん
な
中
、

こ
の
目
標
金
額
が
妥
当
で
あ
る
の
か

な
ど
、
か
な
り
議
論
を
重
ね
ま
し
た

が
、
最
後
は
、「
捕
ら
ぬ
狸
の
な
ん

と
や
ら
？
」
と
、
会
長
権
限
で
決
め

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後
の
最

後
は
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
願
い
す

る
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
予
算
執

行
の
順
番
も
、
記
念
誌
、
記
念
式
典
、

記
念
祝
賀
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

と
進
め
、
予
算
し
だ
い
で
、
記
念
工

事
、
そ
し
て
、
各
支
部
へ
の
支
援
、

生
徒
諸
君
の
育
英
基
金
と
進
め
る
予

定
で
す
。重
ね
て
皆
様
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
京
同
窓
会
（
坂
口
純

則
会
長
）
は
６
月
の
支
部
同
窓
会
は

10
月
頃
に
延
期
し
ま
す
と
の
事
と
、

関
西
支
部
（
安
永
國
廣
会
長
）
は
今

年
中
止
と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

本
部
同
窓
会
は
、
８
月
20
日
（
金
）

に
開
催
予
定
で
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
懇
親

会
を
中
止
し
総
会
の
み
大
口
高
校
に

て
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
変
更
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
く
は
新
し
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
出
来

る
予
定
で
す
の
で
、
重
ね
て
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
か
ね
て
か
ら
本
校
諸
教
育
活

動
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
一
方
な

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
い
よ
い
よ
来
年
度
、
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
昨
年
度
当
初
か
ら
出
木
場
同

窓
会
会
長
を
委
員
長
と
し
た
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
委
員

の
皆
様
が
、
月
１
回
の
企
画
調
整
部

会
に
よ
り
記
念
事
業
の
実
施
に
向

け
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
い
よ
い
よ
大
詰
め

を
迎
え
、
記
念
行
事
の
具
体
的
な
内

容
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
本
年
度
は
現

段
階
で
東
京
同
窓
会
は
10
月
以
降
に

延
期
、
関
西
同
窓
会
は
中
止
を
決
定

し
て
お
り
、
来
年
度
の
状
況
に
つ
い

て
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
が
１
０
０
周
年
記
念

行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
か
ら
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

様
々
な
分
野
に
及
び
、
会
員
の
皆
様

の
お
仕
事
や
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
い
た
し
ま
す
。
学
校
生
活
も

一
変
し
、
密
集
す
る
場
面
が
想
定
さ

れ
た
文
化
祭
や
体
育
祭
、
県
を
越
え

て
の
移
動
と
な
る
修
学
旅
行
な
ど
、

様
々
な
学
校
行
事
を
中
止
に
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
申
し

訳
な
い
と
生
徒
た
ち
に
謝
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
生
徒

会
執
行
部
や
担
当
の
先
生
方
が
、
少

し
で
も
生
徒
た
ち
に
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
、
仲
間
と
の
絆

を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か

ら
、
文
化
祭
の
代
替
と
し
て
は
文
化

発
表
会
と
題
し
た
屋
外
展
示
や
少
人

数
グ
ル
ー
プ
で
の
ビ
デ
オ
映
像
の
上

映
会
を
、
体
育
祭
の
代
わ
り
と
し
て

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
０
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
を
計
画
・
実
行
し
て

く
れ
ま
し
た
。
企
画
・
運
営
し
た
生

徒
会
執
行
部
諸
君
や
先
生
方
に
、
た

だ
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

部
活
動
も
地
区
大
会
や
県
大
会
な

来
年
（
２
０
２
２
年
）
の

鹿
児
島
県
立
大
口
高
校

創
立
１
０
０
周
年
記
念
に

向
か
っ
て

令
和
２
年
度
を
振
り
返
っ
て

鹿
児
島
県
立
大
口
高
校　

同
窓
会

会
長�

出
木
場 

洋

鹿
児
島
県
立
大
口
高
等

学
校

校
長�

橋
口 

和
寛

防災拠点として整備予定の鴻志寮

同窓会館として整備予定の旧図書館
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大
口
高
校
東
京
同
窓
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
が
一
向
に
改
善
せ
ず
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
の
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
今
年
実
施
予
定
の

念
な
が
ら
今
年
の
同
窓
会
も
「
中
止
」

と
し
ま
し
た
が
、
二
年
連
続
の
中
止

で
同
窓
会
離
れ
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

過
日
、
令
和
２
年
７
月
16
日
発
行

の
「
忠
元
」
で
貴
君
の
事
を
知
り
ま

し
た
と
羽
月
小
学
校
六
年
ろ
組
担
任

の
恩
師
Ｆ
先
生
か
ら
お
手
紙
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私
は
昭
和
37

年
３
月
の
卒
業
で
す
。

　

び
っ
く
り
す
る
や
ら
、
感
激
す
る

や
ら
、
興
奮
し
て
直
ぐ
に
お
電
話
を

差
し
上
げ
ま
し
た
。
58
年
ぶ
り
に
聞

く
お
声
で
す
。
当
時
は
生
徒
数
も

多
か
っ
た
の
に
集
落
の
友
達
の
話
も

良
く
覚
え
て
お
ら
れ
、
先
生
の
記
憶

力
に
は
驚
き
ま
し
た
。
聞
く
と
Ｆ
先

生
も
奥
様
も
本
校
の
卒
業
生
で
卒

業
後
二
人
分
の
同
窓
会
費
を
納
め
て

い
ま
す
よ
と
の
こ
と
。
二
度
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
に
は
本
校

１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
す
、
そ
の
席
で
是
非
お
会
い
出
来

た
ら
う
れ
し
い
で
す
と
電
話
を
置
き

ま
し
た
。
人
と
人
の
繋
が
り
と
は
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

来
年
の
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
盛

会
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
月
12
日
（
土
）
開
催
は
断
念
し
、

秋
（
10
月
～
11
月
）
に
延
期
す
る
方

向
で
進
め
て
い
ま
す
。
秋
の
実
施
可

否
に
つ
い
て
は
、
今
年
８
月
頃
、
改

め
て
役
員
会
を
開
催
し
、
決
定
す
る

予
定
で
い
ま
す
。

　

今
年
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

は
、大
口
高
校
東
京
同
窓
会
発
足
後
、

70
周
年
目
に
当
た
り
ま
す
。そ
こ
で
、

70
周
年
の
節
目
に
、
50
年
史
「
ほ
く

さ
つ
」
の
続
編
と
し
て
、
以
降
20
年

の
歩
み
と
、
そ
し
て
同
窓
会
に
集
う

人
々
の
歩
み
、
ひ
と
り
一
人
の
物
語

が
記
録
に
残
る
企
画
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
皆
様
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
上
京
物
語
」
を
寄
稿
し
て

頂
き
ま
し
た
。
昭
和
57
年
卒
三
重
博

一
さ
ん
の
企
画
、
編
集
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
で
す
が
、「
ほ
く
さ
つ
」
の

続
編
と
し
て
、
読
み
応
え
の
あ
る
、

記
念
に
残
る
70
年
史
に
な
り
そ
う
で

す
。
秋
頃
、
刊
行
予
定
で
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
皆
々
様
コ
ロ
ナ
禍
に
十
分
注
意
さ

れ
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

大
口
高
校
東
京
同
窓
会

か
ら
の
ご
挨
拶

大
口
高
校
関
西
支
部
同
窓
会

か
ら
の
ご
挨
拶

会
長�

坂
口 

純
則

�

（
昭
和
44
年
卒
）

会
長�
安
永 

國
廣

�
（
昭
和
43
年
卒
）

同窓会費について：同窓会事務局（大口高校内）からお礼とお願い
　昨年度も同窓会費を納めて頂き、また、同窓会運営にご協力頂き誠にありがとうございました。この場を借りて厚く御礼申し
上げます。
　同窓会費の会計報告は、８月20日（金）の本部総会にてお示ししたいと思います。会費は強制的なものではなく、また、過
去の分を請求するものではありません。会費は一口1,000円となっております。同窓会運営にご賛同頂ける方は、是非ご協力の
程よろしくお願いいたします。
　また、近隣の方、お友達の方で会報 ｢忠元｣ が届いていない、若しくは、亡くなられた等の理由で不要になられた方がいらっしゃい
ましたらお手数ですが、ご連絡いただけないでしょうか。どうぞよろしくお願いいたします。

大口高校代表　0995－22－1441

ま
た
、
今
年
３
月
の
卒
業
生
の
進
路

状
況
は
、
大
学
16
人
、
短
大
９
人
、

専
門
学
校
等
45
人
、
一
般
企
業
就
職

２
人
、
公
務
員
３
人
と
い
う
結
果
で

し
た
。
国
公
立
大
学
進
学
は
鹿
児
島

大
学
３
人
、
鹿
屋
体
育
大
学
１
人
、

熊
本
大
学
１
人
、
宮
﨑
公
立
大
学
１

人
の
計
６
人
と
、
昨
年
度
の
倍
に
達

し
ま
し
た
。一
斉
臨
時
休
校
の
影
響
や
、

何
か
と
ス
ト
レ
ス
の
多
い
日
常
生
活
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
生
は
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
部
活
動
や
進

路
状
況
を
眺
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
連

綿
と
続
い
て
き
た
文
武
両
道
の
伝
統

は
確
実
に
今
の
生
徒
た
ち
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
、
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、

生
徒
の
自
己
実
現
の
た
め
、
大
口
高

等
学
校
発
展
の
た
め
に
一
層
頑
張
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
口
高

等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

ど
の
多
く
が
中
止
と
な
り
、
生
徒
た

ち
が
普
段
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す

る
場
が
な
く
な
る
状
況
に
お
い
て
、
数

少
な
い
大
会
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち

が
九
州
大
会
へ
の
出
場
・
出
場
権
獲

得
を
果
た
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
10

月
24
・
25
日
に
大
分
県
豊
後
高
田
市

で
開
催
さ
れ
た
九
州
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
選
手
権
大
会
兼
九
州
高
等
学
校
カ

ヌ
ー
新
人
大
会
に
は
２
人
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

３
月
７
日
に
福
岡
県
春
日
市
で
開
催

さ
れ
た
第
８
回
九
州
高
等
学
校
選
抜

女
子
セ
ブ
ン
ズ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技
大
会
に
は
、
出
場
権
は
得
た

も
の
の
福
岡
県
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
県
ラ
グ
ビ
ー
協
会
が

不
参
加
を
決
め
、
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
３
月
19
日
か
ら

21
日
に
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
全
九

州
高
等
学
校
10
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
に
は
４
校
合
同

で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
開
催
で
き
な
か
っ
た
関
西
支

部
同
窓
会
を
今
年
こ
そ
開
催
す
べ
く

幹
事
一
同
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
大
阪

府
下
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
急
増
で
４
月
５
日
よ
り
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
、

昨
年
以
上
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
残

海音寺潮五郎直筆校歌の色紙（校長室保管）
作曲はNHK連続テレビ小説「エール」のモデル 古関裕而



鹿児島県立大口高等学校　同窓会通信 令和３年６月吉日

大口高校同窓会の呼称について総会等行事について
　これまで大口高校同窓会には呼称がありません
でしたが、100周年記念事業を進めるに当たって
呼称を決めよう、と実行委員会で話になりまし
た。呼称は、伊佐の地の歴史、馴染みやすさから、
『忠元会』でどうかという意見が出ております。
正式には、８月20日（金）に行われる総会で決め
たいと思っております。この件について、ご意見
等ございましたら事務局までお知らせください。

［本 部 総 会］　８月20日（金）　18：00～
　　　　　　　於：大口高校　　懇親会なし

［東京同窓会］　10月以降に延期

［関西同窓会］　中止

※�本部同窓会の出席について、参加される方は同
封のハガキに必要事項をご記入の上、７月31日
（土）までにご投函下さい。

同窓会専属事務
小倉　淳三（S50卒）

東京同窓会
会長　坂口　純則（S44卒）

関西同窓会
会長　安永　國廣（S43卒）

庶務・会計・
寄付委員会

（委 員 長）
田之上和美（S57卒）

（副委員長）
下小薗　充（S50卒）

（委　　員）
重久　元彦（S57卒）
永友　利美（S57卒）
永里　浩信（S57卒）
森　　佳子（S57卒）
吉松　哲朗（H元卒）
石塚　政博（H６卒）
大友　晴香（H25卒）

記念式典・祝賀
委員会

（委 員 長）
大塚　慎一（S56卒）

（副委員長）
佐藤　一秀（S40卒）

（委　　員）
緒方　英明（S56卒）
丸目　良平（S57卒）
亀澤　博美（S58卒）
弓指　　浩（H３卒）
濱川　智弘（H16卒）
中村　勇太（H25卒）
前田　忠亮（H７卒）
前畑　竜郎（H７卒）

企画調整部（15名）

出木場・佐藤・下小薗・山口・田中
各委員会委員長５名
学校職員５名

実行委員長

出木場　洋（S44卒）

名誉顧問

貴嶋　睦博（S30卒）
隈元　　新（S43卒）

記念工事委員会

（委 員 長）
出木場　洋

（副委員長）
出木場　洋

（委　　員）
赤池　俊郎（S55卒）
柏木　　智（S55卒）
小橋健一郎（S62卒）
徳田　哲士（S60卒）
山下　和義（S44卒）
倉田　曜正（S46卒）

記念誌委員会

（委 員 長）
有薗　良介（S53卒）

（副委員長）
山口　智子（S50卒）

（委　　員）
森田　英樹（S53卒）
古庵　俊裕（S53卒）
田中　健一（S53卒）
枦山　　光（H７卒）
沖田　孝輔（H８卒）
河野　英二（H15卒）
蓑茂佑太朗（H25卒）
橋口　　透（オブザーバー）

学校行事
委員会

（学校側運営）

校長
橋口　和寛
PTA会長
前畑　政博
大口高校職員

広報・渉外
委員会

（委 員 長）
宇都宮安照（S54卒）

（副委員長）
田中浩太郎（S61卒）

（委　　員）
万膳　正見（S54卒）
堀之内博行（S54卒）
山中　宏樹（H２卒）
松ケ迫佑介（H13卒）
川﨑　大輔（H12卒）
森元　亮次（H15卒）
山下　眞芳（H29卒）
周防原朋也（H31卒）

連絡先　大口高校代表 同窓会係　鶴田　健
　　　　☎ 0995-22-1441

100周年記念事業実行委員会　構成委員100周年記念事業実行委員会　組織図

※令和２年４月から毎月１回、第２週火曜日に実行委員会を開いております。


